
水戸市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

赤塚団地サロン
サロン運営団体 赤塚団地自治会

◦高齢化が進み、一人暮らしや体の不自由な人が多い
ため、見守りが必要な方がいます。

◦地区内の見守りのために必要。

◦高齢者の交流を活発にするため。
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開催日及び開催頻度

週５回（月～土曜日　祝日を除く）
13：30～16：00

開 催 拠 点 赤塚団地集会所

代 表 者 氏 名 大高　澄夫

１回の参加人数 ５～６名（現在は予約制）

参 加 費
（１人１回あたり）

100円

広 報 方 法 ◦回覧板（月２回）
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サロンに取り組む動機・サロンの将来像開催地域の様子

－�－

◦水戸市社会福祉協議会　など ◦自治会の予算

◦水戸市社会福祉協議会助成金

◦石川地区サロン交流

◦かぼちゃ祭（地区の祭）

◦あかね荘（市老人福祉センター）

などへの行事に参加により地域の諸団体。

◦週５回開催しているため交流しやすい。

◦普段からの見守りになっている。

◦カラオケ機材を設置している。

◦換気・間隔に注意しています。

◦赤塚団地は高齢化が進み、これからも出来るかぎり、
１日でも長く続けられるようにがんばりたいです。

◦コロナの早く終息する事を願って、これからも自由
にいろいろな事ができる事を願っています。

コロナ禍でのサロン活動について

サロンのウリ連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ
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